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月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。 

企画展「漂流者たちと日本の領土の歴史」～日本の島々をめぐる苦難と発見と交流の物語～ 

領土・主権展示館は、令和 4 年 5 月 8 日（日）まで、企画展「漂流者たちと日本の領土の歴史」～日

本の島々をめぐる苦難と発見と交流の物語～を開催しています。前近代、航海技術が未発達だったころ、

日本及びその周辺で多くの漂流事件が発生しました。漂流の末に我が国ではあまり知られていなかった

島に漂着し、日本人の日本周辺の島々に対する認識が深まったり、漂流者が外国に漂着し、救援の手が

差し伸べられる中で、国際的な「接触」や「交流」が生まれ、その中で領有権に影響を与える出来事が

発生したりすることがありました。本展は、漂流事件の紹介を通じて、我が国の領土に関する歴史を紹

介しています。 

【開催期間】令和 4年 5月 8日（日）まで 

【開館時間】10：00～18：00 

【休 館 日】月曜日（月曜日が祝休日となる場合はその次の平日休館） 

【入 館 料】無料 

【お問合せ】内閣官房 領土・主権対策企画調整室 国内広報担当 TEL:03-5253-2111（内線 82254、82252） 

企画展「アンモナイトのれきし」 

 蒲郡市生命の海科学館は、令和 4年 7月 3 日（日）まで、企画展「アンモナイトのれきし」を開催し

ています。アンモナイトは、古代の海に出現してから 3 億年以上もの期間にわたり繫栄しました。本展

は、アンモナイトが一体どのように繫栄し、そして絶滅したのか、謎に満ちた歴史を紹介しています。 

【開催期間】令和 4年 7月 3日（日）まで 

【開館時間】9：00～17：00（入館は 16：30まで） 

【休 館 日】毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日休館） 

【会  場】蒲郡市生命の海科学館 3階展示室 

【観 覧 料】高校生以上：500円/小・中学生：200円 

【お問合せ】蒲郡市生命の海科学館 TEL：0533-66-1717 FAX：0533-66-1817 

企画展 鳥取砂丘の海岸に流れついた「海ごみとひょうちゃくぶつ」 

 鳥取砂丘ビジターセンターは、令和 4 年 4 月 17 日（日）まで、企画展 鳥取砂丘の海岸に流れついた

「海ごみとひょうちゃくぶつ」を開催しています。本展は、鳥取砂丘の海岸に実際に流れ着いた漂着物

の写真や「標本づくり」をテーマにした展示になっています。また地形や海流など合わせて世界的に大

きな問題となっている「海洋ごみ」についても紹介しています。 

【開催期間】令和 4年 4月 17日（日）まで 

【開館時間】9：00～17：00 年中無休 

【場  所】鳥取砂丘ビジターセンター2階 図書学習コーナー 

【お問合せ】鳥取砂丘ビジターセンター TEL：0857-22-0021 

日本海事広報協会 事業第一部 

TEL 03-3552-5033  

FAX 03-3553-6580 

Twitter @kaijipr フォローお願いします！ 
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※イベントは中止になる可能性がありますので、参加の際は各施設にお問合せ下さい。 

 

 

 

羽田空港で開催！「船員さんのおしごと」 

 “海と船と遊ぼう！”出展事務局（J-CREWプロジェクト、日本内航海

運組合総連合会、公益社団法人日本海難防止協会、一般財団法人日本海

洋レジャー安全・振興協会、公益財団法人日本海事広報協会（事務局））

は羽田空港第 2ターミナル 5階スカイデッキで「船員さんのおしごと」

を開催しています。 

海に囲まれた海洋国日本で暮らす私たち日本人に必要不可欠な「海運」につ

いて、また、実際に船舶を運航する「船員さん」のお仕事をわかりやすくパネ

ルで説明することで、お子さま連れを始めとする多くの方々に海事産業を知っ

ていただく機会を提供しています。 

 また、パネル展示と併せてデジタルを融合した「モバイルスタンプラリー」

を実施し、楽しく「海」や「船」について学べます。正解者には「船員さんの

マスコットキャラクター」や「帆船」のフォトフレームがプレゼントされま

す。 

 ぜひ、展望デッキで東京湾を行きかう商船を見ながら、本パネル展で実際の大き

さを想像し、私たちの暮らしを支える船や港の役割を改めて知る機会としてくださ

い。 

 

パネル展【船員さんのおしごと】 

・期間：2022 年 4 月 14 日（木）まで 

・場所：羽田空港 第 2 ターミナル 5 階スカイデッキ（入場無料） 

 

＊配信停止または FAX 番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせください。  

FAX が誤って届いている場合も同様にお知らせください。 

□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。）       □番号変更 

社名・団体名（                ）         社名・団体名（             ） 

間違番号  （                ）         変更番号  （             ） 

月報 Captain 第 467号 2022 年 2月・3月号 

子供達に海と船を語る 

日本の船灯制度の変遷 

日本船長協会 03-3265-6641 

港湾 3月号 Vol.99 March 2022 

＜特集＞港湾の気候変動対策 

＜特別寄稿＞気候変動対策をめぐる科学の進展と国際動向 

日本港湾協会 03-5549-9575 

海上保安新聞 令和 4年 3月 15日号（第 3439号） 

巡視船「くりこま」最後の潜水業務に 

さよなら｢とよかぜ｣解役 こんにちは新｢いそかぜ｣ 

海上保安協会 03-3297-7580 

Ｂｌｕｅ Ｅａｒｔｈ 169 号 

＜特集＞海洋プラスチック問題ＪＡＭＳＴＥＣが 

科学と技術で挑む 

海洋研究開発機構 海洋科学技術戦略部 046-867-9052 

日本海事広報協会 

定 期 刊 行 物 

新聞「海上の友」 毎月 1 日発行 

 購読料 1 カ月 605 円（税・送料込） 

 お申込み TEL：03-3552-5034 

 

この件に関するお問合せ 

事業第二部 鈴木、岡 

TEL：03-3552-5031 

FAX：03-3553-6580 


